                         世界の蘭の花のエリア
貴賓の皆様、ここは、世界の蘭の花のエリアです。全世界の蘭の花は、おおよそ１万六千の種類があります。花びらは、蘭の身分を見分ける重要な根拠であり、通常では、蘭の花は、３つのがく片、３つの花弁と１個の芯柱があり、その中での一片(ひとひら)の花びらは、リップに特化することがあります。リップは、通常では、特別に鮮やかに艶があり、あるいは、昆虫を引き付けるために特別的な形状に成長しています。蘭の花の果実は、一種の新月型の果実です。果実の中には、数万個の微細の種があり、これらの種は、養分を貯蓄することがなかったために菌糸（きんし）に付着することが必要であり、菌糸から栄養分を吸収するのです。蘭の花は、１粒の種から成熟した株までに成長するのは、７年の時間が掛かりますのよ！

現在では、皆様に幾つ種類の優雅な蘭の花を紹介しましょう：
C1:嘉德利亞蘭（カトリヤラン）
嘉德利亞蘭（カトリヤラン）は、熱帯アメリカに成長し、偽の球茎が具有されます。

葉っぱは、偽の球茎の上に成長しており、硬くて厚みがあり、まるで皮革のようです。嘉德利亞蘭（カトリヤラン）の花びらは、最も大きいし、色彩も鮮やかに綺麗です。だから、「蘭の花の王者」という美称があります。
C2: 蝴蝶蘭（コウチョウラン）

蝴蝶蘭（コウチョウラン）は、東南アジアに成長し、全世界で最も有名なコウチョウランは、台湾にあるのです。また、コウチョウランは台湾のお婆さんにも呼ばれています。コウチョウランは、湿度が高くて高温の環境が好きで、花が咲いた時にまるで蝶々が空を飛んでいるように見えますので、コウチョウランと呼ばれています。胡蝶蘭は、早春の季節に花を咲かせ、花びらの色は、純白から紫、紅色までにすべてがあります。蘭の展示会では、いつも注目される焦点になって、「蘭の花の皇后」という美称があります。

C3: 拖鞋蘭（スリッパラン）
拖鞋蘭（スリッパラン）のリップの花びらは、見た感じでまるで室内のスリッパと同じです。だから、スリッパランと呼ばれています。原産は熱帯のアジアで、ヨーロッパに美しい伝説があって、聞くところによると、スリッパランは、天上の神の娘で下界に下りて遊んだ後に天上へ戻って行く時、うっかりに靴を着て帰ることが忘れてしまった。だから、スリッパランは、「仙人の靴」という美称もあります。
C4: 文心蘭（ブンシンラン）
文心蘭（ブンシンラン）の花の造型は、まるでワルツダンスをしているお嬢さんのように

だから、「タンスのラン」と呼ばれています。ブンシンランは、中南アメリカに成長し、花を咲かした時に色と形状も多彩多様です。それが所以に生け花に最も良く応用される蘭の花です。
C5: 石斛蘭（セッコクの蘭；デンドロビウム）
石斛蘭（セッコクの蘭）は、春のセッコクと秋のセッコクの２種に分けています。春のセッコクは、春に開花し、開花する前に落葉することがあります。茎と茎の繋げている各節には、全てが開花することが出来ます。秋のセッコクは、秋に開花します。その花は、茎の頂上の端部に開花します。セッコクの蘭は、適応力が強くて、初心者からの栽培に最も適合です。入門学習用に素晴らしい蘭の花です。

貴賓の皆様、本日のご参観、有難う御座います！どうぞ、引き続き、次のエリアへご参観をしてください。
World Orchid Area

Ladies and gentlemen, this is the World Orchid Area. There are over 20,000 species in the Orchid family. Orchid are well known for the many structural variations in their flowers. The orchid flower has two whorls of sterile elements. The outer whorl has three sepals and the inner whorl has three petals. The upper medial petal, called the lip, is always modified and enlarged. The seeds are generally almost microscopic and very numerous, in some species over a million per capsule. The seed doesn’t have nutrient in itself, so it has to rely on fungus to absorb nutrient. It takes 7 years for an orchid fully grow. 

C1 Cattleya 

Cattleya is a genus of orchid in tropical South America. They are widely known for their large, showy flowers. They occur in all colors except true blue and black. Cattleya wins the name “King of Orchid”

C2. Moth Orchids

Moth orchid is a genus of orchid that native throughout southeast Asia. The most well known moth orchid is in Taiwan. Moth orchids likes warm and humid environment. The flowers of some species resemble moths in flight. People call Moth Orchids the queen of orchid.

C3. Lady's slipper orchids

They are characterized by the slipper-shaped pouches of the flowers. They are quite easy to cultivate and therefore is popular among orchid enthusiasts.

C4. Dancing Doll Orchids 

Its name refers to the shape of flower is ruffled and looks like a dancing doll. They are widespread in central and south America. The flowers come in different colors, and they are the most popular orchids for flowers arrangement. 

C5. Dendrobium 

 The name means "tree" and "life" in Greek, because the species are either growing on a tree, or occasionally growing over a rock. They are easy to grow, so gardeners like these orchids a lot. 

Thanks for your visiting. Pleaser continue your tour to the next area.
